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● ズワイガニ 入荷は地物が中心です。地物は 3月 20 日までの入荷。 

● ホタルイカ 小さいですが少しずつ入荷。ボイルものは、金沢港で水揚げされ

た後、富山や福井でボイル加工され入荷しています。 

● タラ 釣り、網どちらも品質良。潤沢に入荷中。お買い得です。 

● スルメイカ、ヤリイカ 地物の入荷あり。 

● メバル、ハチメ類 釣り、刺し網ものが入荷しています。 

● カレイ類 これから入荷が多くなります。今は赤カレイが中心です。 

● イイダコ まだ少なめ。飯（卵）の入り、大きさは今ひとつ。これからです。 

● ナマコ これまでの入荷は順調。 

● アカモクなど海藻類※ アカモクが順調に入荷 

香りや鮮やかな色が楽しめます。 

  本年もヤマカ水産を宜しくお願いします。 

 

 

● 甘エビ（籠漁） 1 月上旬から６月ごろまで最高の鮮度で

プリプリの食感が楽しめます。籠漁＝甘えビ専用の籠で捕獲す

る漁法で、甘エビを水槽に活かしこみ、出荷時に海水と共に酸

素パックして市場等に輸送します。 

 

詳細は営業担当までお問い合わせ下さい。 

石川県水産総合センターによると昨年 11 月～12 月の寒ブリの県内水揚げ

量は前年同期比３．３倍、過去１０年平均比４８％増。好調な水揚げだった

ようです。今期は１２月上旬から漁獲が本格化し、中旬にかけて水揚げがま

とまりました。ガンド（２キロ以上、４キロ未満）の水揚げ量が多く、１２

月の富山湾や能登半島内浦海域の海水温が例年よりも高く、ブリが湾内に入

りやすい環境だったのではないかと考えられています。今月に入ってからは

一転して入荷は少なめです。 

昨年のＧｏＴｏキャンペーン中、わが国ではズワイガニの需要急増や不漁の影

響で品不足や価格高騰で悩まされました。同じようにズワイガニの需要が世界各

国で高まっています。コロナ禍の影響で量販店をはじめとする内需が好調なアメ

リカではロシア産冷凍ズワイガニの輸入量が９割増、中国、韓国でも活、生鮮ズ

ワイガニの輸入量が増加しています。近年、訪日した観光客がズワイガニの美味

しさを知り、自国内での消費が伸びているとか。輸出するロシア側にとっても加

工する手間も省ける上、高値で販売できるだけに中国や韓国には優先的に振り向

けているそうです。我が国にとって今後も苦戦を強いられそうです。 

 

 

 

 


